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取扱説明書 

お買い上げいただき、ありがとうございます。 

電気製品は安全のためのを意事項 
A 警告 を守らないと、火災や人身事故に 
なることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意 
事項と製品の取り扱いかたを示しています。 この取 

扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使い 

ください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに 
必ず保管してください。 
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么警告まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちがった使いかたをすると、乂 
災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 



安全のためのま意事項を守る 


この r 安全のために」のを意事項をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセン 
卜との間にほこりがたまっていないか、故障したまま使用 
していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプターなどが破 
損しているのに気づいた6、すぐにお買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓口に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた5 


変な音-においび 
した5、 煙が出た5 




〇電源を切る 

〇 ACA ’ ワーアダプターを 
コンセントか6巧く 

0お買い上げ店またはソ 
二ーサービス窓□に修 
理を巧巧ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次 
のよつな表术をしてし'^ます。表 
示の内容をよく理解してか6本 
文をお読み < ださい。 


拉危険 1 

この表示のミ主意事項を守 b ない 
と、火災•感電-漏液.発熱- 
破裂などにより死 t や大けがな 
どの人身事故び生じます。 


垃警告 

この表示のを意事項を守らない 
と、火災•発熱•発火-感電な 
どにより死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


防え思 I 

この表示のを意事項を守らない 
と、漏液•破裂•発熱-発火- 
感電などによりやけどやけがを 
したり周辺の家財に損害を与え 
た0することびあ0ます。 


ま意を促ず記号 

座 A 

乂災 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 接軸禁止 






/ i \ 警告盛 A 

,、 I 乂災感電 


下言己のま意を守目ないと、 义災•巧熱 • 

巧义•感電にょりやけどゃ 

大けた S の原因となりまず。 


運転中は使用しない 


自動車の運転をしなびらへッドホンを使用したり、細か 
い操作をしたりすることは絶巧におやめください。交通 
事故の原因となります。 



内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると义がや感電の原因となります。万一、 
水や異物び入ったときは、すぐに使用を中止し、 AC バ 
ワーアダプターをコンセントから抜いて、お買い上げ店 
またはソニーヴービス窓□にご相談ください。 



この製品をミ毎外で使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専用です。 

交流10 0V の電源でお使いください。あ外などで、異なる 
電源電圧で使用すると、乂災•感電の原因となります。 




破裂•あ漏れや、過熱などにより、火災、けびや周囲のミち損の原因となります。 
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ぐ±ゴ=下直己の注意を守5なし、と、けびをしたり周辺の家財に 
/«\ 夕 t 尼、 } 胃胃をちえたりずることがありまず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさね日ない 


感電の原因となることびあります。 



接触禁止 


大音量で長時間つづけて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間つづけて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることがあります。呼びかけ 
られて返事がでさるくらいの音量で聞さましよラ。 



はじめか5ボリュームを上げずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがあります。ボ U ュームは徐々に上げましょう。 
とくに、ミニディスク、 CD や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞くときにはごま 
意ください。 


通電中の AC パワーアダプターに長時間ふれない 

長時間度膚がふれたままになっていると、低温やけどの原因となることがあります。 


本体や AC パワーアダプターを巧団などでおおった状態で使わない 


熱がこちってケースが変形したり、火災の原因となるこ 
とがあります。 



かゆみなど違和感があった5使わない 

使巧中、肌に合わないと感じたときは使用を中止して医師または 
お買い上げ店、ソニーサービス窓口にご相談ください。 
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電池についてのまを上のご注意 

瓶漏れ •破裂 •巧 熱 •巧义- 誤がによる 大けび や失明を避けるため、 
下記のま意事項を必ずお守りください。 


本機では!;■(下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体上の表示 
をご確認ください。 

巧電式電池 

専用充電式ニッケル水素電池 BP-HP 2000 

乾電池* 

アルカ U 単3形 

* マンガン乾電池では、ご使巧時間び極端に短くなるため、おすすめしません。 


1么危険 I 巧電式電池、を電池び液漏れしたとを 

充電式電池、乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5ない 

液が本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）またはソニーサービス窓 
□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこす5ず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

液が身体やを服についたときも、やけどやけびの原因になるので、すぐにきれいな水で洗い 
流し、皮膚に炎症やけがの症状びあるときには医師に相談してください。 


[ A 危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 指定された充電器外で充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管•放 
置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせな 
い。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類^^(外の充電式電池は使用しない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさを取りはずす。 

• 種類の違ラ電池を湿ぜて使わない。 


(次のページへつづく） 
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A 警告 1 乾電池について 

• 機器の表示に含わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しなし、。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しなし、。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯-保管しない。ショートさせない。 
• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使用しないとさち取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


齡注意 1 乾電池について 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管-放置し 
ない。 

• 外装のビニールチューブをはびした0傷つけたりしない。 

• 指定された種類!;^外の乾電池は使用しない。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

ニッケル水素電池は、 U サイクルでさます。不要になったニッケル 
水素電池は、金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充 
電式電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

Ni-MH 

充電式電池の回収. U サイクルおよび U サイクル協力店については 
一般社団法人 J 目 RCA —ムぺージ 

http://www.jbrc.net/hp/contents/index.htrTil を参照してくださ 
い。 



本システムは 2.4 GHz 無線伝送ち式(デジタル )*1 を使用したワイヤレスステレオヘッドホ 
ンシステムです。 

• 外来ノイズなどの影響を受けに<<、 CD 音質と同等のデジタル無線伝送を利用した、 
ワイヤレスへッドホン採用(非圧縮伝送） 

• 無線伝送ち式採用のため、障害物を気にすることなく屋内での使用が可能煙り達距離最 
大約30 m が） 

• へッドホンをトランスミッターにのせるだけの簡単充電方式 
• へッドバンド調節不要のフ U —アジヤスト機構を採用 

• 専用へッドホン ( MDR - RF 5000 ■ 別売)を増やせば、多人数でも同時に楽し故ます 
• 光ケーブルをしくは接続ケープル1本だけで簡単接続 

*1" SYN に Intelligent Wireless " とは Syncomm Technology Corp . の非圧縮デジタル無線伝送技術 
の商標です。オーディオ信号を、少ない逼延かつ原音に近い品質で無線伝送する技術です。 

が到達距離は目安です。周囲環境により到達距離が変わる場合があります。 




本機をお使いになる前にすベてそろっているか確かめてくださし、 


①トランスミッター TMR-RF 5000 (1 台） 感へッドホン MDR-RF 5000 (1 台) 



⑥ AC パワーアダプター (1 個） ④ 専用巧電式ニッケル水索電池 BP-HP 2000 (1 本) 



⑥光デジタル接続ケーブル（光ち型プラグトー光角 ⑥接続コード（ステレオミニプラグトー 

型プラグ、1本） ピンプラグ x2 、1本） 




る部のなまえと働を 


トランス S ッター前面 



田充電端子 
回巧電 レバー 

固 I が^ [ ItseI ち trr (入力切り換え） 

スイッチ 

入力 (AN ALOG/D 胤 TAL) の切り換えに使 
います。 


团 CHG (巧電)ランプ 

充電中はホ < 点巧します。 


固 RF ランプ 

電波送信が始まると青く点打します。 


(次のページへつづく） 






トランス s ッターを面 



の TUNE/IDSET ボタン 

(詳しくは21、23ページ） 

電波の状態が悪くなったときや、ヘッドホ 
ンを増設したときに使用します。 

回 ATT スイッチ 

アナ□グ入力で音芦がルさい場合は rod B」 
に切り換えます。通南は 「-8dB」 にして使い 
ます。 

固 LINE IN (ライン入力)端子 

(詳しくは17ぺージ） 

ビデオデッキやテレビなど、別売りの AV 機 
器の音声出力端子につなざます。 


团 D に ITAL IN (デジタルソース入力)端子 

(詳しくは1目ページ） 

DVD 機器や地上/ BS デジタルチューナーな 
ど、別売りのデジタル機器につなざます。 

固 DIGITAL OUT (デジタルソース出力） 
端子 

(詳しくは1目ページ） 

DIGITAL IN 端子に入力された信号がその 
まま出力されます。 AV アンプなどに同じ信 
号を分岐させるとさに使用します。 

固 DC IN 9V 端子 

付属の AC ノ くワーアダプターをつなざます。 
(必ず付属の AC パワーアダプターをお使い 
ください。プラグの極性など異なる製品を 
使ラと、故障の原因となり危険です。） 
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へッ ドホン 



圧!ィャ—パッド(左） 

回充電端子 
固電池ケース 

付属の充電式電池および別売りの単3おアル 
力 U 乾電池専用です。 

团フリーアジャストバンド 

頭にかけると自動的に電源が入ります。 

固イヤ—パッド(も） 


固 TUNE/ID SET ボタン 

(詳しくは21、23ページ） 

電波の状態び悪くなったとさや、ヘッドホ 
ンを増設したとさに使用します。 

回 VOL (音量)つまみ 

音量を調節します。 

固電源ランプ 

フ U —アジャストバンドを引き上げると、 
電池の残量びある場合青く点灯します。 
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付属の専用巧電式ニツケルか素電池を巧電する 


お買い上げ時の充電式電池は、まず充電してからお使いください。 
へッドホンをトランスミッターにのせて充電します。 


付属の専用巧電式ニッケル水素電池を入れる 

1左八ウジング部にある電池のふたを開ける。 

電池のふたは、はずれます。 



左八ウジング 


2付属の専用な電式ニッケル水素電池を入れる。 

付属の充電式電池松外は充電しないで < ださい。 



ごま意 

電池ケースの©側には充電池を固定するためのツ;きがあります。充電池を入れるときは、@を先 
に入れてくださし、。 

3電池のふたを閉じる。 
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巧電ずる 

1 トランスミッターに電源をつなぐ。 



ご ミ 主意 

• おず付属の AC パワーアダプター(極性統一形プラグ- 」EITA 規格)をお使いください。プラグの極性 
など異なる製品を使ラと、故障の原因になります。 



極性統一おプラグ 


• 電圧やプラグ極性び同じ AC パワーアダプターでも、電流容量その他の要因で故障の原因になりま 
す。必ず付属の AC パワーアダプターをご使用ください。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源コンセントに接続し、異常び生じた場合は速やか 
にコンセントか b 抜いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでくださし、。 

• 乂災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場所では使 
用しないでください。また、 AC パワーアダプターの上に巧瓶などの水の入ったものを置かないでく 
ださい。 

2 CHG (巧動ランプが点なずるようにへッドホンをトランスミッターの上にのせ 
る。 

へッドホンをトランスミッターの上にのせるときは、左ち八ウジング部が平行になる 
よラにして、トランスミッターへ垂直にのせてください。充電レバーがヘッドホンに 
押されて充電端子が上がります。へッドホンに充電端子が接続されると CHG (充電） 
ランプが点灯します。 

充電開始から約3時間後に充電が完了し、 CHG (充電)ランプが消灯します。 





CHG (充電)ランプが点なしない場台は、巧のことを確認してください。 

• 電池のふたを必ず閉じてください。電池のふたがないと充電できません。 

• へッ ドホンをトランスミッターにのせるときは、 へッ ドホン 
の左ちがをになっていないことを確認してください。 

• トランスミッター とへ ッドホンの充電端テが正しく接触して 
いない場をがあります。 

ち図のよラに、左の八ウジングの凹部とトランスミッターの 
受け皿にある凸部がをラよラにのせてください。 

• 電池ケースの中に付属の充電式ニッケル水素電池が入ってい 
るか確認してください。乾電池は充電できません。 

• 充電池に異常がある、または、充電池の®0が逆に入ってい 
る場をは、 CHG (充電)ランプが点滅します。 

へッドホンをお使いになったあと再充電するには 
へッドホンをトランスミッターに再度のせてください。 CHG 伉電)ランプが点灯した 
後、 RF ランプが消灯し、充電が始まります。 

本機はフル充電検出により充電(約3時間）を完了しますので、へッドホンをトランスミッ 
ターにのせたままでを、充電のしすぎによって故障することはありません。 

ごを意 

• 充電中はトランスミッターの電源が自動的に OFF になります。 

•本機は、安全のため付属の充電式電池 BP-HP 2000のみ充電でさるよラになっています。他の充電 
式電池を使ってち充電でさませんのでごミ主意ください。 

• 乾電池を入れても充電されません。 

• 付属の充電式電池目 P-HP 2000を他の機器に使用しないでくださし、この電池は本磯専用です。 

• 充電はが C 〜40での環境で行なってください。フル充電されない場合があります。 

• トランス S ッターの充電端子に触れないでください。充電端子のミちれにより、充電びでさなくなる 
場含があ0ます。 

• へッドホンとトランスミッターの充電端テにゴミがついていると充電が正常に行なわれない場合が 
ありますので、とさどを綿棒などでゴ S を軽<ふさ取ってください。 

充電時間の目安と持続時間_ 

充電時間 持続時間*1 

約3時間が 約7時間が 

*11 kHz,1 mW+1 mW 出力時 

充電されていない状態からフル充電するのにかかる時間 
が周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合があります。 
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電池を確認ずる 


フ U —アジャストバンドを引さ、ち八ウジング内の電源ランプが青く点灯すれば使用でを 
ます。 


電源ランプが点灯しないときは、充電するか、新しい 
アルカリ乾電池でお使いください。 

ごま意 

付属の充電式ニッケル水素電池を充分に充電しても、使える時 
間び通常の半分くらいになったとさは、新しい充電式電池と取 
り換えてください。この充電式電池臣 P-HP 2000は市販されて 
いませんので、お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓 □ 
のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口へお問い含ねせ 
の 上、 お取り寄せください。 



アルカリ巧電池(別売り）を®ラ 

本機は別売りの単3おアルカ U 乾電池でをお使いになれます。 r 付属の専用充電式ニッケル 
水素電池を入れる」 （1 2ページ)と同じち法で乾電池を本機に入れます。 

乾電池を入れた状態では充電機能はお使いになれません。 

乾電池の持続時間_ 

乾電池の種類 持続時間 ホ 1 

ソニーアルカ U 乾電池 約5時間が 

1_R が SG) _ 

*11 kHz,1 mW+1 mW 出力時 

が周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場含があります。 
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トランス s ッターとデジタル機器をつなぐ 


付属の光デジタル接続ケーブルを使って、 CD / DVD 機器や地上/ BS デジタルチューナーな 
どの光デジタル出力端子と、トランスミッターの D に ITAL IN 端テ(黒)をつないでくださ 
い。 

接続されてし係機器側で光デジタル出力の設定を PCM 出力に変更する必要があります。詳し 
くは、接続機器の取扱説明書をご覧ください。 

トランスミッターから AV アンプなどへ接続する場をは、光デジタル接続ケーブル(別売） 
を使って 、 DIGITAL OUT 端子(赤)と接続先の光デジタル入力端テをつないでください。 


トランスミッター 



^ DIGITAL 
^ OUT 端子 
t (航へ 

DIGITAL IN 
端子(黒)へ 


光デジタル接続ケーブル(別売） 

. - ^ 

光デジタル 
入力端子へ 


光デジタル 
出力端子へ 



光デジタル接続ケーブル(付属） DVD 機器、地上/ BS デジタ 

プラグと端子の向さをあねせて ルチューナーなど光デジタル 

しっかり差し记みまず。 出力端子のある機器 

ご注意 

• DIGITAL IN 端テに、 PCM 信号切がの信号を入力しないでください。接続されている機器の光デジ 
タル出力の設定を必ず PCM にしてください。 DVD 機器などか b マルチチャンネル信号を入力した 
場含、音声は再生されません。ただし、 MPEG-2 AAC、DTS フオーマットの CD 信号び本機に入力 
されると、非常に大きなノイズが出力される場合があります。 

•光デジタル接続ケーブルは非常に精密に作6れています。このため、外部か5の力や衝撃に巧して 
弱くなっておりますので、プラグを抜き差しするとさは T 寧にお取り扱いください。 

• 本機のデジタル入力は96 kHz のヴンプ U ング周波数には対応していません。 DVD 機器側のデジタ 
ル出力に関する設定を48 kHz にしてお使いください。96 kHz のデジタル信号を入力すると、ノイ 
ズび出ることがありますのでごミ主意ください。 


接続コード(別売り） 

ポータブル DVD プレーヤーやポータブル CD プレーヤーなどの光ミニデジタル出力端子から DIGITAL 
IN 端テへつなぐとさは、接続コード P0C-5A 目(光ミニプラグト光角型プラグ)などをお使いくださ 
い。 


光デジタル セレクター (別売り） 

複数のデジタル機器を接続したいとさは、光デジタルセレクター SB-RX100P (入力4系統、出力3系 
続)をお使い < ださい。 
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巧デジタル接続ケースレについてのごま意 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物などによる衝撃をちえ 
ないで < ださい。 

• 光デジタル接続ケーブルの抜を差しは、プラグを持って、 
T 寧に行なってください。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端が';ちれると性能が低下しま 
すので、ミちさないよラにしてください。 

•保管の際は、プラグ先端にキャップを付けて、光デジタル 
接続ケーブルを巧り曲げすざないよラにして<ださい。 



トランス5ッターとアナログ機器をつなぐ 

付属の接続コード 

テレビやポータブル機器にあるへッドホン端モなどのステレオミニジャックから LINE IN 
端テへつなぐとさは、付属の接続コード(ステレオ S ニプラグト■►ピンプラグ X2) をお使 
い < ださい。 



この場合、プレーヤー側のボ U ュームを中ぐ6いにしてお使いください。プレーヤー側の 
ボ U ュームが低く設定されていると、ノイズが発生することがあります。 

テレビのへッドホン端テに接続した場合、テレビのスピーカからの音声は聞こえなくなる 
場をがあります。 

別売りの接続コード 

ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子か 6UNE IN 端子 (L/R) へつなぐときは、接続 
コード RK-C310( ピンプラグ X2 卜■►ピンプラグ X2) などをお使いください。 


トランスミッター 



その他の接続コード(別売り）につい口ま、「まな仕様：推奨アクセサリー」 （30 ぺージ)をご 
覧ください。 （次のぺージへつづく） 


■巧紅 
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ATT スイッチについて 

アナ□グ入力で音声がルさいときは、トランスミッター後面にある ATT (アッテネーター) 
スイッチを rod 目」に切り換えてお使いください。 



位置 

視聴ソース 

OdB 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの低いちの 

-8d 臣 

その他の機器(出荷時の設定） 


ごを意 

• ATT スイッチは、おず音量を下げてから切り換えてください。 

• アナ□グ入力された音青がひずむ(同時にノイズが発生する場含もあります）ときは、 ATT スイッチ 
を 「-8dB」 に切り換えてください。 
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原操が 


つないだ機器の音声を聞< 


操作に入る前に、化ず r へッドホンシステムをつなぐ j ( i 6 〜18ぺージ)を 
ご覧の上、正しい接続を巧なつてください。 

1トランスミッターをつないだ機器の電源を入れる。 



2 トランスミッターか6へッドホンをはずず。 

トランス S ッターの電源が自動的に入り、 RF ランプが約5砂間点滅します。点滅をし 
ている間に、ご使用になる環境に応じて送信に最適な周波数を自動的に検出します。 
トランスミッターからの送信が始まると、 RF ランプが点灯に変わります。 


伝送システムについて 

本機は 2.4 GHz 帯の周波数を使用した独自の伝送システムの採用により、非圧縮音声 
をワイヤレスで楽しんで頂けます。 


3ヘッドホンをかける。 

ち八ウジング内の電源ランプが青く点灯し、自動的に電源が入ります。 

ち八ウジング部をち耳に、左八ウジング部を左耳にをわせ、オートパワーオン/オフ 
機能が正確に働くように、頭の上から垂直にかけてください。 

へッドホンをかけてか6、音声が聞こえるまで約3秒かかります。 



巧巧 
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INPUT SELECT (入力切り換え)スイッチで、音声を聞く機器を選ぶ 



スイッチの位置 

聞きたい音源 

DIGITAL 

DIGITAL IN 端テにつないだ磯器の音靑 

ANALOG 

LINE IN 端テにつないだ機器の音声 


ごま意 

二重音声 ( MAIN / SU 目)の音源を視聴するときは 、 LINE IN 端テに接続して、プレーヤーやテレビ 
などの方で聞さたい音声を選んでください。 


5手順4で選んだ機器の再生を始める。 
6 音量を調節ずる。 



ごま意 

•映画の場合、静かなシーンで音量を上げすざて、急な爆発シーンなどで耳を痛めないよラごを 
意 < ださい。 

• へッ ドホンをはずす前にトランスミッターから AC パワーアダプターをはずすと、雑音び入る 
ことがあります。 


へッドホンをはずすと自動的に電源が切れます一才ートパワーオン/オフ機能 


お使いにならないとさは、フ U —アジャストバン 
ドが引さ上げ6れた状態にならないよラにごを意 
<ださい。オートパワーオン機能が誤って働いて 
しまい、電池が消耗します。 



フ u — アジャスト 
バンド 


20 \wm^ 





へッ ドホンか6ビープ音び聞こえるとまは 

電波の届く範囲か6離れたり、 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線機器や電子レンジなど 
の影響を受けて、ヘッドホンの受信状態が悪くなると r ピッピッピッ•- ■」というビープ 
音が聞こえます。トランスミッターに近づいてちビープ音がとまらない場合は、伝送に最 
適な周波数を;欠の手順で再検出して < ださい。 

1 トランスミッターの TUNE/ID SET ボタンを1回短巧しずる。 

RF ランプが点滅し、トランスミッターが最適な周波数を自動的に検出します。検出 
が完了すると RF ランプが点滅から点灯に変わり、送信が始まります。 



2 へッドホンの TUNE/ID SET ボタンを1回短巧しずる。 

トランスミッターから送信されている周波数を自動的に検出します。受信が始まる 
と、ビープ音が解除されます。 



(次のページへつづく） 


巧巧 
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電波の届く轟囲について 

トランスミッターから電波が届く範固は、最大で約30 m です。 

トランスミッターからヘッドホンをはずすと、自動的に最適な周波数を検出しますが、ご 
使用中に電波の届<範囲から離れたり、電波の状態が悪<なると音がとぎれる場をがあり 
ます。トランスミッターに近づくか、トランスミッターとヘッドホンの TUNE/ID SET ボ 
タンを押して最適な周放数を検出してください。検出ち法は r へッドホンか6ビープ音が 
聞えるときは」 （21 ページ)の手順を参照してください。 

ごを意 

• このシステムは 2.4 GHz 帯の周波数を使用しているため、障害物で電波びさえざられた場合は音び 
とぎれることがあります。これ6の現象は電波の特性によるもので、故障ではありません。 

• トランスミッターの位置やお使いになる場所の状況により聞こえかたが異なります。なるべく聞こ 
えやすい位置でお使いになることをおすすめします。 

• 他の 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線機器や電子レンジなどを併用すると音声びとぎれることび 
お0ます。 

約5分囲音青信号び入力をれないと 

トランス S ッターの電波の送信が自動的に停止し、巧び音声信号が入力されると自動的に 
電波が送信されます。また、非常に小さい音が約5分間続いたときを、電波の送信が停止 
することがあります。この場合はつないだ機器の音量を上げ、ヘッドホンの音量を下げて 
お使いください 。 LINE IN 端子につないだ機器からノイズ信号が出力されていると、電波 
の送信が停止しない場をがあります。 

クヒント 

トランス S ッターに約日分間音靑信号が入力されずに電波の送信が停止した状態か5、再度トランス 
S ッターに音声信号が入力されると電波を再送信します。このとを RF ランプが点滅し、送信に最適な 
周波数を検出します。 RF ランプが点灯後、送信周波数が変わり音声び聞こえない場合びありますの 
で、ヘッドホンの TUNE/ID SET ボタンを1回短押しして、受信する周波数を含わせてください。 

ごを意 

へッドホンは、電波が届く範囲(前記 r 電波の届く範囲について」 ） でお使いください。 
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本システムでは、別売りの専用ワイヤレスへッドホン （ MDR - RF 500 0) を増設することに 
より、複数の人が同時にワイヤレスで楽しむことができます。 

増設したへッドホンは、本システムのトランスミッターで充電を行ないます。 



•充電中は、トランスミッターの電源び自動的に OFF になります。他のヘッドホンを使用するとき 


は、本システムのへッドホンをトランスミッターからはずしてください。 


•本機は、独自の 2.4 GHz デジタル伝送方式を採用しているため、ほかのワイヤレスヘッドホンは使 


用でさません。 


へッドホンを増設するとまは 

トランスミッターには固有の ID が設定されています。別売りの専用ワイヤレスへッドホン 
( MDR - RF 5000促増設する場合は、トランスミッターに設定されている ID をへッドホン 
に登録しなければ使用することができませんので、必ず登録作業を行ってください。 


1 トランスミッターか5へッドホンをはずず。 

トランス S ッターの電源が入ります。 

2 ヘッドホンをかける。 

へッドホンの電源が入ります。 


ごを意 

増設するへッドホンに付属の充電池は登録作業の前に充電するか、別売の単3形アルカ U 乾電池 
を使用してください。 


3 


トランスミッターとへッドホンの TUNE/ID SET ボタンを同時に約3抄切上巧し 


続ける。 

ヘッドホンから r ピッピッピッ•- •」と 
ビープ音が聞こえ、 へッ ドホンにのの登録 
が開始されます。ビープ音が r ピー」と変化 
するまで TUNE/ID SET ボタンを巧し続け 
てください。ビープ音が r ピー」と変化した 
らヘッドホンに ID が登録され、ヘッドホン 
を使用することができるようになります。 
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イヤーパッドは消耗品です。ミちれたり破損した場をは、下図を参照してイヤーパッドを交 
換してください。このイヤーパッドは市販されていませんので、お買い上げ店または添付 
の r ソニーご相談窓口のご案内」にあるおおくのソニーサービス窓口へお問い合わせの上、 
お取り寄せください。 

1 ちくなつたイヤーパッドをはずず。 



2イヤーパッドを八ウジングの外周に合わせるよラにはめ込む。 
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その他 


K 障かな？と思った 6 


修理にお出しになる前に、わラー度点検してください。それでを正確に動作しないときは、お買い上げ店また 
は ソニーサービス 窓 □、ソニーの 相談窓□(裏表紙)にお問い合わせください。 


をげ 原因と対応のしかた 


音が出ない -► トランス S ッターと AV 機器の接続を確認する。 

-► デジタル入力を選択している場をは、誤って光出力端子に信号び入力されていない 
か確認する。 

-► デジタル入力を選択している場をは、接続機器の光デジタル出力の設定び rOFF」 や 
r 切」になっていないか確認する。 

-►光出力で接続されている機器のデジタル出力設定び PCM 出力になっているか確認 
する。 （PCM 信号 U (外の信号び入力されると非常に大きなノイズび出力される場合 
びあ0ます。） 

-► トランスミッターにつないだ AV 機器の電源を入れ、再生を始める。 

-► トランスミッターの INPUT SELECT スイッチの設定び、音を聞きたい機器を正し 
く選んでいるか確認する。 

トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端テをつないだときは、つないだ機器の 
音量を上げる。 

吟へッドホンを頭の上から垂直にかけ直す。 

■►へッドホンの音量を上げる。 

■►へッドホンの電源ランプび消灯している。 

• 充電式電池び消耗しているので充電をする。またはアルカ U 乾電池を新しいちの 
と交換する。それでも電源ランプび消なしたままの場合は、ソニーサービス窓 □ 
にお持ち < ださい。 

-►DVD 機器(ゲーム機を含む)と本機をアナ□グで接続している状態で DTS 音声で収 
録された DVD を再生している。 

• デジタルで接続してください。 （DVD 機器からアナ□グ音声び出力されない場合 
びあります。） 

岭増設したへッドホンにお使いになるトランスミッターの ID び設定されていない。 

-► 増設したへッドホンを充電している。 

• 増設したへッドホンをトランスミッターからはずす。 


音びひずむ、 
とぎれとざれになる 
(同時にノイズび 
出る場合をある） 


-► 充電式電池び消耗しているので充電をする。またはアルカ U 乾電池を新しいちのと 
交換する。それでも電源ランプび消むしたままの場合は、ソニーサービス窓□にお 
持ちください。 

—► トランスミッターとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用ずる無線や電子 
レンジなどの機器びないか確認する。 


一 • トランス S ッターの位置を変える。 


岭アナ□グ入力を選択している場をは、トランスミッターの ATT スイッチを「- SdB」 
に切り換える。 

トランス S ッターと AV 機器のヘッドホン端子をつないだとさは、つないだ機器の音 
量を下げる。 


(次のページへつづく） 


その化 
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おが_ 

音びかさい 


雑音び多い 


音びされる 

(アナ□グ入力を選択 

している場合） 


充電でをない 


充電ランプび 
点滅する 


電波の出力び停止 
しない 

( トランスミッターの 

INPUT SELECT 
スイッチび 
「 ANALOG 」 のとき） 
光出力端子から 
信号び出力されない 


原因と対応のしかた 

ーアナ□グ入力を選択している場合は、トランスミッターの ATT スイッチを rod 巨」に 
切り換える。 

トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端子をつないだときは、つないだ機器の 
音量を上げる。 

■►へッドホンの音量を上げる。 

トランスミッターとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧する無線や電デ 
レンジなどの機器びないか確認する。 

トランスミッターと AV 機器のヘッドホン端子をつないだときは、つないだ機器の 
音量を上げる。 

■►充電式電池び消耗しているので充電をする。またはアルカリ乾電池を新しいをのと 
交換する。それでち電源ランプび消灯したままの場合は、ソニーサービス窓□にお 
持ちください。 

-► 約日分音声信号び入力されていないとトランスミッターび判断し送信び停止した。 

• トランスミッターの ATT スイッチを rod 巨」に切り換える。 

• トランス S ッターと AV 機器のヘッドホン端子をつないだとさは、つないだ機器の 
音量をあげる。 

* CHG (充電)ランプび点灯しているか確認する。へッドホンびトランスミッターの 
正しい位置にのせられているか確認する。 

吟乾電池び入っている。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れる。 

■►付属切外の充電式ニッケル水素電池び入っている。 

• 付属の専用充電式ニッケル水素電池を入れる。 

-► 充電端子び巧れている 

• へッドホンとトランス S ッターの充電端子の巧れを綿棒などで軽くふき取ってく 
ださい。 

^充電池の©©び逆に入っている。 

• 充電油を正しく入れる。 

-► 充電池に劣化などの異常びある。 

• 新しい充電式電池と取り換えてください。この充電式電池 BP - HP 2 日日0は巿販さ 
れていませんので、お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓□のご案内」にあ 
るお近くのソニーサービス窓□へお問い含わせの上、お取り畜せください。 
■►つないだアナ□グ機器からノイズ信号び入っている。 

• アナ□グ機器とつないでいるケープルを本機からはずすか、トランスミッターの 
INPUT SELECT スイッチを 「 DIGITAL 」 に切り換え 、 DIGITAL IN 端子につな 
びれている機器の出力を停止する。 

ートランス S ッターに電源びつなびれていない。 

• トランス S ッターに電源をつないでください。 

-►光入力端子につなびれたデジタル機器び再生されていない。 


_ • つないだ機器を再生してください。 _ 

デジタル入力時、 一 LINE IN 端子にアナ□グ音声出力をつないで、つないだ機器の方で聞をたい音を選 

二重音声の選択び んでください。 

でさない。 

( MAIN 、 SU 巨の音声 
び同時に聞こえる） 
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症げ_原因と対応のしかた_ 

警告音が鳴る —► へッ ドホンびトランス S ッ ターからの電波を受信できない。 

「ヒッヒッヒッ . ..」 • 電波の届く範囲に移動する。 

• トランスミッターと AC パワーアダプタ、電源コンセントの接続を確認する。 

• トランスミッターとへッドホンの周辺に 2. 4 GHz 帯の周波数を使用する無線や 
電子レンジなどの機器がないか確認する。 

• トランスミッターの位置を変える。 

ートランス S ッターに約日分間、音声び入力されず電波び出力されていない。 

• トランスミッターに音声を入力して、ヘッドホンの TUNE/ID SET ボタンを1回 
短押しする。 

一増設したへッドホンを充電している。 

• 増設したへッドホンをトランスミッターからはずす。 
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取り扱いについて 

• トランスミッター、ヘッドホンを落としたり 
ぶつけたりなど強いショックを与えないでく 
ださい。故障の原因となります。 

•各機器を分解したり、開けたりしないでくだ 
さい。 

電源と設置について 

•長い間使わないとさは、 AC パワーアダプター 
をコンセントから抜いてください。コンセン 
卜か5抜くとさは、コードを引っぱ b ずに必 
ず AC ノ くワーアダプター本体をつかんで抜いて 
<ださい。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近くな 
ど温度び非常に高い所。 

-ほこりのをい所。 

-ぐ5ついた台の上や傾いた所。 

-振動の多い所。 

-風呂場など、湿気の多い所。 

へッ ドホンについて 

まわりの人のことを考えて 

へッドホンは、音量を上げすざると音びがにも 
れます。音量を上げすざて、まわりの人の迷惑 
にな b ないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいがち 
ですが、ヘッドホンで聞くとさはいつち、呼び 
かけ b れて返事びでさるく5いの音量を目安に 
して < ださい。 

機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するとをに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、政下の事頂を行ラと法律に罰せられる 
ことびあ0ます。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 


周液数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.40日 GHz か5 
2.4835 GHz まで使用できますび、他の無線機 
器ち同じ周波数を使っていることがあります。 
他の無線機器との電波干渉を防止するため、下 
記事項に注意してご使用ください。 

本機の使用上のま意事項 

本機の使巧周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯 
では電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほ 
か、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用さ 
れる免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を 
要しない特定のル電力無線局、アマチュア無線局等 
(攻下 r 他の無線局」と略す)び運用されています。 

1. 本機を使用ずる前に、近くで r 他の無線局」び運巧 
されていないことを確認してください。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電波干渉び発 
生した場含には、速やかに本機の使用場所を変え 
るか、または機器の運巧を停止(電波の発射を停 
止）してください。 

3. 不明な点その他お困0のことび起さたとさは、ソ 
ニーの相談窓□までお問い合わせ<ださい。ソ 
ニーの相談窓□については、本取扱説明書の裏表 
紙をご覧ください。 

I-, この無線機器は 2.4 GHz 帯を 

2,4 D S 4 使用します。変調方式として 

J = ■ DS - SS 変調方式を採巧し、 

-与干渉距離は4日 m です。 

お手入れのしかた 

機器の外装のミちれは、柔らかい巧でからなさし 
てください。ミちれがひどいとさは、ラすい中性 
洗剤溶液でしめ5せた巧で拭いてください。シ 
ンナ ー、 ベンジン、 アルコール などは表面の仕 
上げをいためるので使わないで<ださい。 

異常や不具をが起きた5 

.万一異常や不具合び起をたり、異物び中に 
入ったとさは、すぐに電源を切り、お買い上 
げ店または ソニーサービス 窓□にご相談くだ 
さい。 

• お買い上げ店または ソニーサービス 窓□にお 
持ちになる隙は、必ずへッドホンとトランス 
S ッターを一緒にお持ちください。 
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巧証書と アフターサービス 


巧証書 

• この製品には保証書が;'系付されていますの 
で、お買い上げの隙にお受け取り<ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書をもラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでも具をの悪いときは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相試 L 畜□の 
ご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご 
相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳し<は保証書をご覧<ださし、。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望 
により有料修理させていたださます。 

部品の <呆有期間について 

当社ではワイヤレスステレオへッドホンシステ 
ムの補修用性能部品(製品の機能を維持するため 
に必要な部品)を、製造巧ち切り後6年間保有し 
ています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間が経過したあ 
とも、故障箇所によっては修理可能の場合があ 
りますので、お買い上げ店またはソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 


主な仕様 


トランスミッター TMR-RF 5000 

変調方式 

DSSS 

搬を波周波数 

2.412〜2.472 GHz 

到達距離 

最長約3日 m 

伝を帯域 

12-22,000 Hz (デジタル入力時、 
サンプ U ング周波数48 kHz 時） 

ひずみ率 

1%し^下（1 kHz ) 

音声入力 

光デジタル入力(角型） X1 系統 
アナログ入力（ピンジャック、 
ち/左） X1 系統 

音声出力 

光デジタル出力(角形） X1 

電源 

DC 9 V (付属の AC パワーアダプ 
ターを使用） 

最大が形寸法 

約 182 x 38 x 182 mm 
(幅/高さ/奥行さ） 

質量 

約32日 g 

へツ ドホン 

MDR-RF 5000 

再生周波数帯域 

12-22,000 Hz 

電源 

付属の専巧充電式ニッケ J レ水素電池 
または別売りの単3形アルカ U 乾電池 

質量 

約3目日 g 

(付属の専用充電式ニッケル水素電 
池含む） 


(次のページへつづく） 
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付属品 


AC ； (ワーアダプター (9 V )り ） 

専用充電式ニツケル水素電池 
BP - HP 2000 (2000 mAh min .) 

( 1 ) 

光デジタル接続ケープル(光角型プ 
ラグ^光角型プラグ、 1.5 m )(1) 
接続コード(ステレオ S ニプラグ^ 
ピンプラグ X 2、1.0 m )(1) 
取扱説明書(本書） （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 
保証書 (1) 

推奨アクセサリー 

接続コード RK - C 310 C 1.0 m ). 

RK - C 31 日り.己 m )、 

RK - C 320 C 2.0 m )、 

RK - C 330 C 3.0 m ) (ピンプラ 
グ X 2^ ピンプラグ X 2) 

光デジタルセレクター 

SB - RX 100 P 
光デジタル接続ケーブル 

POC -5 A の.日 m )、 

POC -1 日 A (1.0 m )、 

POC -1 日 A (1. 己 m )、 

POC -2 日 A に.0 m )、 

POC -3 日 A (3.0 m )、 
POC -5 DSA (0.5 m )、 

POC -1 日 DSAd.O m )、 

POC -2 日 DSA (2.0 m )、 

POC -3 日 DSA (3.0 m ) (光角型プラ 
グ* H ■►光角型プラグ)、 

POC -5 A 巨 (0 .己 m )、 

POC -1 日 AB (1.0 m )、 

POC -15 A 巨 （1 .己 m )、 

POC -2 日 AB (2.0 m )、 

POC -3 日 A 巨 (3.0 m ) (光角型プラ 
グト ■ K 光 S ニプラグ） 

本機の仕様おぶびが観は、改良のため予告なく変更 
することがありますが、ご了承 < ださい。 
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よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などは 
ホームページをご活巧ぐださい。 


http://www.sony.co.jp/support 
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